
これまでの研究成果のまとめ 

 

高次元宇宙モデルが注目され、大型ハドロン衝突型加速器の実験によるブラックホール生成の可能性が議論

されていたことを受け、高次元でのブラックホール時空の性質を明らかにするべく、これまで、主に高次元重力理

論の厳密解に関する研究をしてきた。 

 

 

高次元ブラックホール解の多様性と一意性に関する研究 

 

カー解の一意性が知られていた 4 次元ブラックホール解の状況とは異なり、定常軸対称な 5 次元ブラックホー

ル解として、事象の地平面のトポロジーが互いに異なる、マイヤース・ペリー解とブラックリング解が知られており、

高次元ブラックホールの構造の多様さが垣間見えていた。そこで、事象の地平面のトポロジーを指定した上で、

解の一意性を示せるかについて焦点を当てた。 

5 次元アインシュタイン方程式の真空解として、互いに可換な 2 つの回転キリングベクトル場をもち、事象の地

平面が正則で 3 次元球面と同相であり、漸近平坦な 5 次元定常ブラックホール解はマイヤース・ペリー解のみで

あることを示した [8]。 

[16] では、同様の手法を事象の地平面のトポロジ―が 2 次元球面と円周との直積と同相であるようなブラックリ

ングに対して適用した。互いに可換な 2 つの回転キリングベクトル場をもち、回転軸上に欠損角を持たず、事象の

地平面が正則で漸近平坦なブラックリングを表す定常な真空解はポメランスキー・センコフの 2 軸回転ブラックリン

グ解に限られることを示した。 

 

 

高次元重力理論の厳密解の生成に関する研究 

 

アインシュタイン方程式は非線形偏微分方程式なので、一般には方程式を解くことは困難である。ところがアイ

ンシュタイン方程式の適当な解に対して、その解を一定の手続きで変換することでアインシュタイン方程式の別の

解を生成することができる場合がある。 

このような変換の手法として知られているものの一つに、ベリンスキーとザハロフによる逆散乱法がある。逆散乱

法はシードとして既知の解を選び、シードにソリトンを加えることで別の解を生成する手法である。[13] では、ベリ

ンスキー・ザハロフの逆散乱法を応用し、5 次元ミンコフスキー解をシードとしてソリトンを 2 つ加えた解を構成する

ことで、2 次元球面方向に回転するブラックリング解である三島・井口解が得られることを示した。 

2 つの可換なキリングベクトル場があるとき、5 次元アインシュタイン・マクスウェル・チャーン・サイモンズ系は 

G2(2)／(SL(2,R)×SL(2,R))を対象多様体とする非線形シグマモデルとなる。対象多様体への G2(2)の作用を用いて、

5 次元アインシュタイン方程式の真空解から 5 次元アインシュタイン・マクスウェル・チャーン・サイモンズ方程式の

解を生成する方法が知られている。この生成方法をラシードブラックホール解に適用し、新たな回転荷電カルツ

ァ・クラインブラックホール解を構成した [18]。 


